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第
１
１
３
回「
村
長
と
話
し
合

う
日
」を
行
い
ま
す
。希
望
者
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
20
日
金 

　

午
後
１
時
〜
午
後
８
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／「
村
長
室
へ
よ
う
こ

そ
事
業
」村
長
の
在
庁
時
で
都
合

の
つ
く
限
り
懇
談
に
応
じ
ま
す
。

　

11
月
15
日
日
か
ら
狩
猟
が
解

禁
さ
れ
ま
す
。
狩
猟
期
間
は
平
成

22
年
２
月
15
日
月
ま
で
の
３
ヶ
月

間
で
す
。

 

狩
猟
者
に
は
各
種
講
習
会
等
を

通
じ
て
、
違
反
・
事
故
の
無
い
適

正
な
狩
猟
等
を
行
う
よ
う
指
導

う
な
行
為
を
指
し
ま
す
。

○ 

身
体
的
虐
待
：
殴
る
、
蹴
る
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ

る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ

さ
せ
る
等

○
性
的
虐
待
：
性
的
行
為
の
強

要
、
性
器
や
性
交
を
見
せ
る
、
ポ

ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
等

○ 

ネ
グ
レ
ク
ト
：
家
に
閉
じ
こ
め

る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く

不
潔
に
す
る
、
自
動
車
の
中
に
放

置
す
る
、
保
護
者
以
外
の
同
居
人

に
よ
る
虐
待
を
放
置
す
る
こ
と
等

○
心
理
的
虐
待
：
言
葉
に
よ
る
脅

し
、
無
視
、
兄
弟
間
差
別
的
扱

い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
庭
内

暴
力
（
D
V
）
を
行
う
こ
と
等

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

に
、「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
」
を
見
つ
け
た
と
き
に

は
、
た
め
ら
わ
ず
に
児
童
相
談
所

や
村
の
窓
口
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て

に
悩
ん
だ
と
き
に
も
、
児
童
相
談

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
般

の
方
々
に
も
事
故
防
止
の
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
山
林
内
で
は
、
鳥
獣
と
見
間
違 

わ
れ
な
い
よ
う
、
な
る
べ
く
見
通

し
の
よ
い
道
を
利
用
し
、
明
る
く

目
立
つ
色
の
服
装
や
、
ラ
ジ
オ
を

携
帯
す
る
な
ど
、
狩
猟
者
に
自
分

の
存
在
を
知
ら
せ
る
よ
う
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

②
狩
猟
者
に
出
会
っ
た
ら
、
近
く

で
作
業
を
し
て
い
る
人
の
こ
と
な

ど
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

③
違
法
行
為
（
注
）
を
発
見
し
た

場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
ま
た

は
諏
訪
地
方
事
務
所
林
務
課
林

務
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）
鳥
獣
保
護
区
、
銃
猟
禁
止

区
域
、
人
家
が
集
中
し
た
場
所
や

夜
間
に
お
け
る
発
砲
、
か
す
み
網

の
使
用
な
ど
。

　　

村
で
は
地
震
に
備
え
た
家
具

転
倒
防
止
器
具
「
家
具
用
固
定

ポ
ー
ル
×
１
箱
と
家
具
転
倒
防

止
安
定
板
×
２
箱
で
ワ
ン
セ
ッ

ト
」
を
無
料
で
配
付
し
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
必
要
セ
ッ
ト
数
を

下
記
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
有
効
に
利
用
し
て
大
切
な
家

族
を
地
震
の
被
害
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
！
（
数
に
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
）

　

11
月
は
、「
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
」
で
す
。

　

「
児
童
虐
待
」
と
は
、
保
護
者

（
現
に
児
童
を
監
護
す
る
者
）

が
、
そ
の
監
護
す
る
児
童
（
18
歳

に
満
た
な
い
者
）
へ
の
以
下
の
よ

村
長
と
話
し
合
う
日

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

問
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

むらのかかりつけ医のコーナーは、しばらく掲載をおやすみします。

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内232）
　　　　　　 ★災害時連絡先
■村づくり戦略推進室
　村づくり係 ☎79-7922
　企画係 ☎79-7942
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940　中央公民館 
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442
　　　　　　 ★災害時連絡先

　　　　
　
　　

｝

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

問
建
設
水
道
課
環
境
係

　

☎
79
‐
7
9
3
3
（
直
通
）

所
や
村
の
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
■
日
時
／
11
月
28
日
土

　

午
前
10
時 

〜 

正
午

■
場
所
／
消
防
署
東
側
・
旧
バ
ス

回
転
場　
　
　
　
　
　
　
　

○
タ
イ
ヤ
回
収
料
金　
　
　
　

　
※
ホ
イ
ル
付
き
は
2
0
0
円
増
し

に
な
り
ま
す
。

※
リ
ン
グ
ホ
イ
ル
付
き
は
3
0
0

円
増
し
と
な
り
ま
す
。

※
ホ
イ
ル
の
み
は
無
料
。
自
動
車

用
の
タ
イ
ヤ
の
み
回
収
。

○
バ
ッ
テ
リ
ー
回
収
料
金

※
特
殊
な
バ
ッ
テ
リ
ー
は
回
収
し

ま
せ
ん
。

○
消
火
器
の
回
収
料
金　
　
　

○
ペ
ン
キ
、塗
料
の
回
収
料
金

※
缶
入
り
の
ペ
ン
キ
や
塗
料
だ

け
を
回
収
し
ま
す
。ビ
ン
に
入
っ

て
い
る
も
の
は
不
可
。

○
特
定
家
電
製
品（
エ
ア
コ
ン
・

テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
洗
濯

機
・
衣
類
乾
燥
機
）

※
ご
家
庭
へ
引
き
取
り
に
伺
っ
た

場
合
は
別
途
料
金
が
か
か
り
ま

す
。

　　

保
育
園
や
幼
稚
園
に
行
く
前

の
お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や
保

護
者
の
仲
間
づ
く
り
の
場
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。図
書
館
２
階
会

議
室
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

■
11
月
の
日
程 

タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
消
火
器
・

特
定
家
電
製
品
の
回
収

平
成
21
年
度
狩
猟
解
禁

　

17
日
火
、
19
日
木
、
20
日
金
、

　

26
日
木

■
12
月
の
日
程 

　

１
日
火
、
３
日
木
、
４
日
金
、

　

８
日
火
、
10
日
木
、
11
日
金

■
開
設
時
間

　

午
前
10
時
〜
正
午

※
子
育
て
サ
ロ
ン
入
り
口
に
て
手

指
の
消
毒
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染

症
流
行
時
に
は
、
子
育
て
サ
ロ

ン
・
交
流
サ
ロ
ン
を
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

本
年
度
に
お
い
て
、
小
学
校
就

学
前
３
年
間
に
属
す
る
子
ど
も
一

人
当
た
り
３
万
６
千
円
を
支
給

と
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
厚
生
労
働
省
よ
り
執
行
を
停

止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
建
設
水
道
課
環
境
係

　

☎
79
‐
7
9
3
3
（
直
通
）

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

子
育
て
サ
ロ
ン
開
設

山
麓
朴
談

村
長
き
よ
し
の

COLUMN
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鳩
山
政
権
が
発
足
し
、
日
本
が
変

わ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
期
待
を

窺
わ
せ
ま
す
。就
任
早
々
に
国
連
気

候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
で
演
説
し
、
中
期

目
標
と
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
を
２

０
２
０
年
ま
で
に
１
９
９
０
年
比
で

25
％
削
減
す
る
と
表
明
し
て
、
大
変

な
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
で
約
束
し
て
い
た
と
は
い
え
、
大

変
な
決
断
で
す
。

　

勿
論
気
候
変
動
を
と
め
る
に
は
日

本
だ
け
で
は
な
く
、
先
進
各
国
は
言

う
に
及
ば
ず
途
上
国
に
も
協
力
を
求

め
な
け
れ
ば
実
現
は
不
可
能
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
温
暖
化
対
策
に
消
極

的
な
国
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、

こ
の
問
題
の
重
要
さ
と
本
気
さ
を
示

し
た
こ
と
で
、
日
本
が
国
際
社
会
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と

を
示
し
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

早
速
経
済
界
や
労
働
界
か
ら
異

を
唱
え
る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が
上
が
る
こ
と
に

よ
る
産
業
経
済
の
停
滞
や
、
国
際
競

争
力
と
労
働
市
場
の
低
下
を
懸
念

し
て
い
る
の
で
す
。し
か
し
お
か
し
な

こ
と
で
す
。私
た
ち
の
住
む
地
球
が

化
石
燃
料
の
使
い
過
ぎ
で
温
暖
化
し
、

環
境
が
悪
化
、
人
間
だ
け
で
な
く
あ

ら
ゆ
る
生
物
の
棲
息
が
脅
か
さ
れ
る

と
い
う
の
に
、
沙
漠
化
や
豪
雨
洪
水
、

山
崩
れ
が
多
発
す
る
と
い
う
の
に
、

植
生
や
生
態
系
が
変
わ
り
好
適
作

目
が
変
わ
り
、
疫
病
に
苛
ま
れ
る
と

い
う
の
に
で
あ
り
ま
す
。日
本
か
人

類
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
、つ
か
の
間
の

繁
栄
を
保
っ
て
い
れ
ば
い
い
ら
し
い

の
で
す
。地
球
は
瀕
死
に
向
か
っ
て
喘

い
で
い
る
の
に
で
す
。

　

私
た
ち
は
個
人
的
に
は
、
生
活
す

る
上
で
無
駄
や
浪
費
の
分
の
温
室
効

果
ガ
ス（
二
酸
化
炭
素
）の
排
出
を
厳

に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
り
ま
せ
ん

が
、一
方
国
家
的
に
は
、温
室
効
果
ガ

ス
（
二
酸
化
炭
素
）
削
減
が
義
務
と

な
り
至
上
命
令
と
な
れ
ば
、
必
ず
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
に
よ
ら
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
確
保
の
技
術
と
産
業
は
開
発

さ
れ
て
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。新
し
い

産
業
が
生
ま
れ
て
来
る
の
で
す
。マ
イ

ナ
ス
成
長
ば
か
り
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
産
業
革
命
以
来
続
い
た
社
会

構
造
を
転
換
し
、
永
続
し
て
い
く
社

会
を
創
る
た
め
、
私
た
ち
は
国
民
的

な
議
論
を
高
め
将
来
の
世
代
へ
の
義

務
を
果
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。そ
の
た
め
現
在
の
技
術
で

25
％
の
削
減
は
無
理
だ
と
批
判
す
る

の
で
は
な
く
、
遠
い
未
来
に
希
望
を

も
っ
て
進
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
が
本
当
に
人
類
と
地
球
の

未
来
を
守
る
産
業
活
動
と
生
活
を

心
が
け
る
な
ら
ば
、
総
て
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
源
で
あ
る
太
陽
は
今
後
少
な

く
と
も
50
億
年
の
間
、
地
球
に
向

か
っ
て
光
と
熱
を
送
り
続
け
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

                   

原
村
長　

清
水　

澄

問
茅
野
警
察
署

　
☎
82
‐
0
1
1
0
（
直
通
）

問
原
村
駐
在
所

　
☎
79
‐
2
8
0
6
（
直
通
）

問
諏
訪
地
方
事
務
所
林
務
課
林
務
係

　
☎
57
‐
2
9
1
9
（
直
通
）

問
農
林
商
工
観
光
課
農
村
整
備
係

　
☎
79
‐
7
9
3
2
（
直
通
）

家
具
転
倒
防
止
器
具
を

「
無
料
」で
配
付
し
ま
す
！

タ
イ
ヤ
径

タ
イ
ヤ
の
み

ス
パ
イ
ク

60
㎝
未
満

60
㎝
〜
70
㎝
未
満

70
㎝
〜
80
㎝
未
満　

80
㎝
以
上

4
5
0
円

6
5
0
円

8
5
0
円

1
5
5
0
円

６
５
０
円

８
５
０
円

１
１
５
０
円

１
９
５
０
円

特
定
家
電
の
種
類

金　

額

ペ
ン
キ
の
種
類

金　

額

ペ
ン
キ
・
塗
料
（
㌔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
円

消
火
器
の
種
類

金　

額

20
型
以
下
（
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
０
０
円

金　

額

自
動
車
・
重
機
用

　
　
　
　
　

バ
ッ
テ
リ
ー

バ
イ
ク
用
バ
ッ
テ
リ
ー

種　

類

子
育
て
応
援
特
別
手
当
て

（
平
成
21
年
度
版
）執
行
中
止

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

 

無　

料　

　

5
0
0
円

エ
ア
コ
ン

ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
15
型
以
下

ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
16
型
以
上

液
晶
／
プ
ラ
ズ
マ
式
テ
レ
ビ
15
型
以
下

液
晶
／
プ
ラ
ズ
マ
式
テ
レ
ビ
16
型
以
上

冷
蔵
庫
／
冷
凍
庫

（
家
庭
用
１
７
０
㍑
以
下
）

冷
蔵
庫
／
冷
凍
庫

（
家
庭
用
１
７
１
㍑
以
上
）

洗
濯
機
／
衣
類
乾
燥
機（
家
庭
用
に
限
る
）

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
パ
ソ
コ
ン

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン

４
２
０
0
円

３
３
６
０
円

４
４
１
０
円

３
３
６
０
円

４
４
１
０
円

６
４
０
５
円

7
9
8
0
円

5
1
4
5
円

４
7
2
5
円

2
6
1
0
円



■資源物とごみの収集日
収集時間は、各地区により決められた時間となります。

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定場所に出して下さい。

可燃ごみ 毎週火・金曜日

毎週水曜日
各地区　指定箇所

資源物

 12月10日（木）

粗大ごみ

 11月30日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場

▲

午前7：30～午前10：30

 12月7日（月） 大久保、柳沢、八ツ手

 12月14日（月）柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原

 12月21日（月）判之木、上里、ペンション、原山、農場

不燃ごみ

 11月28日（土）

■焼却ごみ収集量および可燃系資源物回収量

2009年9月

9月までの累計

焼却ごみ収集量

  92,920 ㎏ 

 538,490 ㎏ 

19年度比

108.26％

101.98％

可燃系資源物回収量

   25,490 ㎏ 

 161,164 ㎏ 

19年度比

89.85％

81.76％

■今月の納税等
・国民健康保険税（普通徴収８期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収８期）
・上・下水道使用料（9・10月分）
・介護保険料（普通徴収８期）
納期限・口座振替日……11月30日（月）

■住民財務課窓口の時間延長  午後７時まで
・11月17日　・11月24日  
・12月１日　 ・12月８日　・12月15日

■人の動き
・人口 7,812人 （－15） 　 転入11
・男 3,878人 （－8） 　　転出23
・女 3,934人 （－7） 　　出生3
・世帯数 2,832世帯 （＋1） 　　死亡6

平成21年10月末現在。（　）内は先月比。

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談に応じています。

■上水道当番指定店
11月15日（日）～11月21日（土）

11月22日（日）～11月28日（土）

11月29日（日）～12月5日（土）

12月6日（日）～12月12日（土）

12月13日（日）～12月19日（土）

㈲篠原鉄工建設

㈱宮坂建設

共栄菅工㈱

㈱キタハラ

㈱有賀水道

☎79-2421

☎79-2536

☎79-5254

☎72-7418

☎72-4017
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■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀２２９９-１
・診療日及び診療時間／毎日
　　　　　　　　　　  午後７：００～午後９：００
・診療科目／小児科（けがは除く）
・お問い合わせ … ☎５４-４６９９（よるきゅうきゅう）

●１１月１７日（火）
　》時間：午後１：３０～　　》場所：もみの湯
　》問い合わせ先：保健福祉課　健康づくり係
　　　　　　　　　  ☎７９ー７７０３（直通）

●２班 １１月１７日（火）

福祉バスと介護予防教室は、11月24日(火)から12月22日(火)

まで、もみの湯の改修工事のため行いません。

柏木・菖蒲沢・室内・中新田・南原・判之木・やつがね

もみの湯送迎福祉バス

もみの湯『介護予防教室』

●休診　土・日曜日、祝日、年末年始
 　》問い合わせ先：☎７９ー２７１６（直通）

原村診療所

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

11月15日日

期　日 医　科 薬　局
往診クリニックちの
☎82-4104

けやき薬局
☎82-2864

11月22日日 リバーサイドクリニック
☎72-7010

りんどう薬局
☎73-9285

11月23日㊗ 平出クリニック
☎72-1661

けやき薬局
☎82-2864

11月29日日 フジモリ薬局原店
☎79-5751

12月6日日

八ヶ岳診療所
☎79-7001

白樺薬局
☎82-6282

浅川クリニック内科循環器科
☎82-6813

茅野土屋薬局
☎71-2122

原田内科呼吸ケアクリニック
☎82-705512月13日日

原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

こ
の
冬
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
　
　

 

負
け
な
い
た
め
の
生
活
術

◎
住
ま
い
の
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う

　

寒
い
時
期
は
呼
吸
器
の
抵
抗
力
が
弱
ま
り
、
ウ
イ
ル
ス
に

負
け
や
す
く
な
り
ま
す
。室
温
は
高
過
ぎ
ず
低
過
ぎ
ず
、
快

適
に
感
じ
る
温
度（
20
℃
前
後
）に
保
ち
ま
し
ょ
う
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
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ウ
イ
ル
ス
は
、
乾
燥
し
た
空
気
を
好
み

湿
り
気
に
は
弱
い
の
で
、
加
湿
器
な
ど
で
湿
度
を
上
げ
て
60

〜
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％
の
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

換
気
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
質
の
よ
い
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う

　

体
や
脳
の
疲
れ
を
と
る
の
に
い
ち
ば
ん
重
要
な
こ
と
は

休
養
で
す
。睡
眠
は
休
養
の
た
め
に
と
て
も
大
切
で
す
。質

の
よ
い
睡
眠
の
た
め
、で
き
れ
ば
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時
前
に
寝
ま
し
ょ
う
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◎
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
で
体
力
を
保
持
し
ま
し
ょ

う
。

　

体
力
保
持
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栄
養
バ
ラ
ン
ス
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よ
い
食
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か
か
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ま
せ
ん
。野
菜
た
っ
ぷ
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具
だ
く
さ
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鍋
は
、
家
庭
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単
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つ
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れ
て
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養
も
豊
富
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
お
す
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め
メ
ニ
ュ
ー
で
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◎
ス
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力
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ッ
プ
し
ま
し
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ス
ト
レ
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さ
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け
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と
抵
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弱
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な
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と
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科
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い
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度
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つ
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そ
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た
、
メ
リ
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あ
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ス
ト
レ
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を
解
消
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（
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健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係　

小
島
）

米粉蒸しパンレシピ43★材料

   （直径5cmマフィン型5～6個）

米粉............................100g

ベーキングパウダー...5g

砂糖............................30g

牛乳............................150cc

かぼちゃ.....................100g

黒い炒りごま..............少々

午後１：00～午後３：00 希望者保健センター２階健 康 相 談
午後１：00～午後１：15 保健センター２階１ 歳 半 健 診
午後１：15～午後１：30 地域福祉センターポ リ オ

午後１：00～午後１：15 保健センター２階乳 児 健 診

午前９：45～午前10：00

午後１：15～午後１：30 地域福祉センターＢ Ｃ Ｇ
午後１：00～午後１：15 保健センター２階２ 歳 児 歯 科 検 診

H20年４､５月生

実施日・受付時間種　別 対象者場所
11月

12月

７歳半～H21年６月生

H21年１､４､７月生

H21年８月生

H19年９､10､11月生

16日月

17日火

18日水

24日火

19日木

１日火

4日金

離乳食教室８・９ヶ月コース 中央公民館 H21年２､３月生

地域福祉センター20日金 午後１：00～午後１：15

地域福祉センター

母親学級前期コース② 妊娠前期～中期の方で希望者（要予約）

27日金

☆つくりかた

①ボウルに米粉・ベーキングパウダー・砂糖を入れて、泡だて器で
空気を入れるようによく混ぜます。
②①に牛乳を加え、さらによく混ぜます。
③かぼちゃは皮つきのまま1㎝の角切りにし、加熱して、半分は
（皮はとり）つぶして②の生地に混ぜいれます。
④③の残りのかぼちゃを型に入れて、②を加え、上に黒ごまをふっ
て、蒸し器で約10分又は、電子レンジ500ｗで5分加熱します。
 ＊かぼちゃを潰さず、そのまま使い、白生地にしてもいいです。お米
   の味が引き立ちます。

混ぜるだけの簡単レシピ♪　米粉は上新粉でもOKです。お米の
やさしい味と、もっちりもちもちした食感を楽しんでください。

午後１：30～ 保健センター２階母 乳 学 級 希望者（要予約）26日木

■『土砂災害１１０番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
☎５７－２９３６

※平日と大雨注意報・警報発令中に利用可能

午前９：45～午前10：00 保健センター２階む し 歯 予 防 教 室

午後１：00～午後３：00 保健センター２階健 康 相 談

希望者

希望者

９日水

14日月

午前９：30～午前11：00 保健センター２階育 児 相 談 希望者８日火

午後１：15～午後１：30 地域福祉センター母親学級後期コース 妊娠中期～後期の方で希望者（要予約）12日土

午前９：45～午前10：00 中央公民館離乳食教室11・12ヶ月コース H20年12月、H21年１月生10日木

三 種 混 合 午後１：15～午後１：30 ７歳半～H21年４月生

３ 歳 児 健 診 15日火 午後１：00～午後１：15 保健センター２階 H18年10､11月生

区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

 
安藤公二 安藤公二

　

鎌田實
または
安藤親男

安藤公二 安藤公二

午　後
 受付 1：30～
　　  4：45
 診療 2：00～

安藤公二 安藤公二 安藤公二
休診

健康相談
（担当 看護師）

安藤公二
第①午後2～3時
漢方外来
長坂和彦
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　柏木区は、（財）長野県市町村振興協会の助成に
よるコミュニティ助成事業で、玉入れ台やライン引
きなどの運動用具や屋内外用視聴覚機器及び遮光
カーテン、また講習会などで使用できる電子レンジ
やホワイトボードなどを整備しました。この事業は、
宝くじ普及広報事業費として受け入れる受託事業収
入を財源として、住民の行うコミュニティ活動を促
進し、その健全な発展を図るとともに宝くじの普及
広報を目的に行われています。
　10月10日（土）に行なわれた柏木区運動会では、
これら整備された放送設備や運動用具が披露され、
玉入れ競技や綱引き競技などを楽しみました。柏木
区長は、「施設が整備された公民館をより多くの人
に利用してもらい、区民の交流と親睦を深め、活気
とにぎわいのある柏木区になってもらいたい。」と
話していました。
　これからも地域コミュニティがより活発化するよ
う期待しています。

　村内の金融機関やＡＴＭにて、原村防犯組合女性
部の皆さんが、振り込め詐欺防止を目的に防犯街頭
啓発を行いました。今回は初の試みということで、
年金振込日に合わせて行なわれました。茅野警察署
などが作成したチラシや女性部の皆さんが手作りし
たようじ入れなどを、利用者に手渡しながら注意を
呼びかけていました。この街頭啓発は１２月の年金
支給日にも行なわれる予定です。

　原村と石油元売大手のジャパンエナジーは、「森
林の里親促進事業」の第１期契約期間が２０１０年３
月末での満了することから、第２期契約の調印式を
あゆみの森で行いました。また、調印を記念して植
樹も行なわれ、ヤマザクラの苗木を植えました。あ
ゆみの森には、ジャパンエナジーの社員や県・村の
関係者、またしらかば会の皆さんおよそ７０名が参
加し、調印式終了後、枝打ち作業の班ときのこ狩り
の班に分かれ楽しみました。第２期の契約期間は、
２０１０年４月から３年間となります。

　平成２０年１０月１日から平成２１年４月１日までに
生まれたお子さんを対象に、第６８回原村誕生会が
開催されました。出席したお子さんには、ファースト
ブック（引換券）などの記念品を、村長が一人ずつ声
をかけながら手渡していました。その後、参加者全
員で記念写真を撮りました。

　９月２６日、原村地域福祉センターにて、原村戦没
者追悼式が行なわれました。会場には戦没者遺族や
関係者など約５０名が参列しました。全員で黙祷を
ささげた後、献花が行なわれました。遺族代表挨拶
の中で原村遺族会長の田中さんは、「戦後６４年が
経ち、この平和が長く続くことを願います。」と述べ
ました。この日参加者は、戦没者に対して冥福と平
和への思いを祈りました。

　１０月１１日、地域住民との交流などを目的に、は
らむら悠生寮で第１６回はらりんどう祭が開催され
ました。会場となった中庭には寮生をはじめ、原中
学校の生徒や原村社会福祉協議会・県福祉大学校
など大勢の方が訪れていました。富士見太鼓による
オープニングセレモニーの後、大正琴の演奏や来年
の御柱に合わせた木遣りなど、寮生と地域の方と一
緒に練習をしてきた成果を発表していました。その
他にも屋台やバザーなどもあり、会場に訪れた方は
晴天の空の下楽しんでいました。

柏木区コミュニティ助成事業

原村戦没者追悼式ＪＯＭＯあゆみの森　第２期
森林の里親契約調印式

第３９回村内めぐり駅伝大会

第１６回はらりんどう祭
　　　　（はらむら悠生寮）

第６８回原村誕生会（前期）

原村防犯組合女性部が
　　　　　　  防犯街頭啓発

ペタンク２大世界大会へ出場

 平出知布味さんが役場を訪れ、第１２回世界ジュニ
ア選手権大会（１０月：チュニジア）と世界女子ペタ
ンク選手権大会（１１月：タイ）に出場を決め、村長
を表敬訪問しました。ジュニア選手権は隔年開催で
１７歳以下が対象のため、今回が最後の出場となる
平出さんは、女子選手権大会と２つの世界大会に出
場することを今年の目標としていて達成できた。今
までの大会の経験を生かしたいと話していました。

　スポーツに親しみ、健康な心身を培うことを目的
に、第３９回村内めぐり駅伝大会が体育の日に行な
われました。原小学校校庭を発着点に５区間、全長
１１．２ｋｍを一般から小学生まで１４チームがたす
きで繋ぎました。沿道には大勢の皆さんが声援を送
っていました。そのうち中学生男子は、３６分２７秒
で昨年の記録を約２分上回る大会新記録が出ました。

もりもり


